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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学トロカールシステムであって、前記光学トロカールシステムは、
　第１の直径を有する伸長管状部材であって、前記伸長管状部材は、遠位領域を有し、前
記遠位領域は、前記伸長管状部材の前記第１の直径と実質的に等しい直径を有する第１の
直径区画を有し、前記伸長管状部材は、前記第１の直径未満の直径を有する第２の直径区
画を有し、前記伸長管状部材は、長手方向ボアを画定し、前記長手方向ボアは、内視鏡を
受け取るように構成されている、伸長管状部材と、
　前記伸長管状部材の前記遠位領域に取着された光学部材であって、前記光学部材は、前
記伸長管状部材の前記第２の直径区画を封入し、前記光学部材は、少なくとも部分的に透
明であることで、前記内視鏡を用いた組織の可視化を可能にする、光学部材と
　を備え、
　前記光学部材は、前記光学部材の外側表面が前記伸長管状部材の外径と実質的に同一の
直径を有するように、前記伸長管状部材の前記遠位領域に成形されている、光学トロカー
ルシステム。
【請求項２】
　カニューレアセンブリをさらに備え、前記伸長管状部材は、前記カニューレアセンブリ
の中に挿入されるように構成されている、請求項１に記載の光学トロカールシステム。
【請求項３】
　前記光学部材は、前記伸長管状部材の最遠位端から遠位に延在する、請求項１に記載の
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光学トロカールシステム。
【請求項４】
　前記光学部材は、長手方向軸に対して斜めに配置される内部傾斜表面を画定する、請求
項１に記載の光学トロカールシステム。
【請求項５】
　前記内部傾斜表面は、前記内視鏡の遠位端の最外の外周によって係合されるような構成
およびサイズにされている、請求項４に記載の光学トロカールシステム。
【請求項６】
　前記内部傾斜表面は、前記内視鏡の前記遠位端と光学部材との間に空隙を提供する、請
求項４に記載の光学トロカールシステム。
【請求項７】
　前記光学部材は、組織を切断または切開することなく、組織平面間を剥離するように構
成されている、請求項１に記載の光学トロカールシステム。
【請求項８】
　前記光学部材は、その最遠位端において丸みを帯びた誘導突起を画定する、請求項１に
記載の光学トロカールシステム。
【請求項９】
　前記光学部材の外側表面の中心区画は、直径方向に対向する一対の略凸状表面を含む、
請求項１に記載の光学トロカールシステム。
【請求項１０】
　前記光学部材の前記外側表面の前記中心区画は、前記直径方向に対向する一対の略凸状
表面間で円周方向に位置付けられる直径方向に対向する一対の略凹状表面をさらに含む、
請求項９に記載の光学トロカールシステム。
【請求項１１】
　前記伸長管状部材は、近位領域に筐体を含み、前記筐体は、内視鏡を受け取ってその保
持を提供するために、開口部と前記開口部に隣接するスコープ保持部材とを含む、請求項
１に記載の光学トロカールシステム。
【請求項１２】
　前記光学部材は、中空である、請求項１に記載の光学トロカールシステム。
【請求項１３】
　前記第２の直径区画は、少なくとも１つの隙間を含み、前記光学部材は、前記少なくと
も１つの隙間の少なくとも一部を封入する、請求項１に記載の光学トロカールシステム。
【請求項１４】
　光学部材は、前記伸長管状部材の前記遠位領域に成形されることによって、前記伸長管
状部材の前記遠位領域に取着される、請求項１に記載の光学トロカールシステム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願への相互参照
　本出願は、２０１１年１０月１８日に提出された米国特許仮出願第６１／５４８，４２
８号の利益および優先権を主張し、それの全内容は、本明細書で参照により援用される。
【０００２】
技術分野
　本開示は、身体組織を通して剥離するためのトロカールシステムに関する。より具体的
には、本開示は、光学式の、刃を装備しないトロカールシステムに関する。
【背景技術】
【０００３】
関連技術の背景
　内視鏡および腹腔鏡の最小侵襲性手技は、医療デバイスを患者の内側に導入し、患者の
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生体構造の一部を視認するために使用されている。典型的には、所望の解剖学的部位を視
認するために、外科医は、内視鏡を患者の内側に挿入し、解剖学的部位の画像を描画して
もよい。内視鏡外科手術手技では、外科手術は、皮膚内の小入口創傷を通して挿入された
狭い内視鏡管（カニューレ）を通して、身体の任意の中空器官または組織内で行なわれる
。腹腔鏡手技では、腹部における外科手術は、小切開部（通常、約０．５～約１．５ｃｍ
）を通して行なわれる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
概要
　例示的実施形態によると、本発明は、光学トロカールシステムであって、第１の直径を
有する伸長閉塞具部材であって、伸長閉塞具部材は、遠位領域を有し、遠位領域は、実質
的に伸長閉塞具部材の第１の直径と等しい直径を有する第１の直径区画を有し、第１の直
径未満の直径を有する第２の直径区画を有する、伸長閉塞具部材と、光学部材であって、
光学部材が伸長閉塞具部材の第２の直径区画と第１の直径区画の少なくとも一部とを封入
するように、伸長閉塞具部材の遠位領域に取着される、光学部材とを備える、光学トロカ
ールシステムに関し得る。光学トロカールシステムはまた、カニューレアセンブリを備え
てもよい。伸長管状部材は、カニューレアセンブリ内への挿入のために構成されてもよい
。
【０００５】
　有利には、光学部材は、管状部材の最遠位端から遠位に延在する。伸長管状部材は、長
手方向ボアを画定してもよい。長手方向ボアは、内視鏡を受け取るように構成されてもよ
い。伸長管状部材は、近位領域に筐体を含んでもよく、筐体は、内視鏡を受け取ってその
保持を提供するために、開口部と開口部に隣接するスコープ保持部材とを含む。光学部材
は、少なくとも部分的に透明であることで、内視鏡で組織の可視化を可能にしてもよい。
光学部材は、長手方向軸に対して斜めに配置される内部傾斜表面を画定してもよい。内部
傾斜表面は、内視鏡の遠位端の最外の外周によって係合されるような構成およびサイズに
されてもよい。内部傾斜表面は、内視鏡の遠位端と光学部材との間に空隙を提供してもよ
い。
【０００６】
　光学部材は、組織を切断または切開せずに、組織平面（ｔｉｓｓｕｅ　ｐｌａｎｅ）間
を剥離するように構成されてもよい。光学部材は、その最遠位端に、丸みを帯びた誘導突
起を画定してもよい。光学部材の外側表面の中心区画は、直径方向に対向する一対の略凸
状表面を含んでもよい。光学部材の外側表面の中心区画はまた、直径方向に対向する一対
の略凸状表面間で円周方向に位置付けられる直径方向に対向する一対の略凹状表面を含ん
でもよい。光学部材は、光学部材の外側表面が実質的に伸長管状閉塞具部材の外径と同一
の直径を有するように、管状部材の遠位領域に成形されてもよい。光学部材は、中空であ
ってもよい。
【０００７】
　種々の実施形態では、第２の直径区画は、少なくとも１つの隙間を含んでもよく、光学
部材は、少なくとも１つの隙間の少なくとも一部を封入してもよい。光学部材は、そこに
成形される、例えばオーバーモールド成形されることによって、伸長閉塞具部材の遠位領
域に取着されてもよい。例示的実施形態によると、本発明は、その遠位端に光学部材を有
する伸長閉塞具部材を含む光学トロカールシステムであって、光学部材の外側表面の中心
区画は、直径方向に対向する一対の略凸状表面を含み、光学部材の外側表面の中心区画は
さらに、直径方向に対向する一対の略凸状表面間で円周方向に位置付けられる直径方向に
対向する一対の略凹状表面を含む、光学トロカールシステムに関し得る。光学部材は、組
織を切断または切開せずに、組織平面間を剥離するように構成されてもよい。光学部材は
、その最遠位端に、丸みを帯びた誘導突起を画定してもよい。伸長管状部材は、近位領域
に筐体を含んでもよく、筐体は、内視鏡を受け取ってその保持を提供するために、開口部
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と開口部に隣接するスコープ保持部材とを含む。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　光学トロカールシステムであって、
　第１の直径を有する伸長閉塞具部材であって、前記伸長閉塞具部材は、遠位領域を有し
、前記遠位領域は、実質的に前記伸長閉塞具部材の前記第１の直径と等しい直径を有する
第１の直径区画を有し、前記第１の直径未満の直径を有する第２の直径区画を有する、伸
長閉塞具部材と、
　光学部材であって、前記光学部材が前記伸長閉塞具部材の前記第２の直径区画および前
記第１の直径区画の少なくとも一部を封入するように、前記伸長閉塞具部材の前記遠位領
域に取着される、光学部材と
　を備える、光学トロカールシステム。
（項目２）
　カニューレアセンブリをさらに備える、項目１に記載の光学トロカールシステム。
（項目３）
　前記伸長管状部材は、前記カニューレアセンブリ内への挿入のために構成される、項目
２に記載の光学トロカールシステム。
（項目４）
　前記光学部材は、前記管状部材の最遠位端から遠位に延在する、項目１に記載の光学ト
ロカールシステム。
（項目５）
　前記伸長管状部材は、長手方向ボアを画定する、項目１に記載の光学トロカールシステ
ム。
（項目６）
　前記長手方向ボアは、内視鏡を受け取るように構成される、項目５に記載の光学トロカ
ールシステム。
（項目７）
　前記光学部材は、少なくとも部分的に透明であることで、前記内視鏡での組織の可視化
を可能にする、項目６に記載の光学トロカールシステム。
（項目８）
　前記光学部材は、長手方向軸に対して斜めに配置される内部傾斜表面を画定する、項目
１に記載の光学トロカールシステム。
（項目９）
　前記内部傾斜表面は、前記内視鏡の遠位端の最外の外周によって係合されるような構成
およびサイズにされる、項目８に記載の光学トロカールシステム。
（項目１０）
　前記内部傾斜表面は、前記内視鏡の前記遠位端と光学部材との間に空隙を提供する、項
目８に記載の光学トロカールシステム。
（項目１１）
　前記光学部材は、組織を切断または切開することなく、組織平面間を剥離するように構
成される、項目１に記載の光学トロカールシステム。
（項目１２）
　前記光学部材は、その最遠位端に丸みを帯びた誘導突起を画定する、項目１に記載の光
学トロカールシステム。
（項目１３）
　前記光学部材の外側表面の中心区画は、直径方向に対向する一対の略凸状表面を含む、
項目１に記載の光学トロカールシステム。
（項目１４）
　前記光学部材の前記外側表面の前記中心区画はさらに、前記直径方向に対向する一対の
略凸状表面間で円周方向に位置付けられる直径方向に対向する一対の略凹状表面を含む、
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項目１３に記載の光学トロカールシステム。
（項目１５）
　前記伸長管状部材は、近位領域に筐体を含み、前記筐体は、内視鏡を受け取ってその保
持を提供するために、開口部と前記開口部に隣接するスコープ保持部材とを含む、項目１
に記載の光学トロカールシステム。
（項目１６）
　前記光学部材は、前記光学部材の外側表面が、実質的に前記伸長管状閉塞具部材の前記
外径と同一の直径を有するように、前記管状部材の前記遠位領域に成形される、項目１に
記載の光学トロカールシステム。
（項目１７）
　前記光学部材は、中空である、項目１に記載の光学トロカールシステム。
（項目１８）
　前記第２の直径区画は、少なくとも１つの隙間を含み、前記光学部材は、前記少なくと
も１つの隙間の少なくとも一部を封入する、項目１に記載の光学トロカールシステム。
（項目１９）
　光学部材は、前記伸長閉塞具部材の前記遠位領域に、そこで成形されることによって取
着される、項目１に記載の光学トロカールシステム。
（項目２０）
　光学トロカールシステムであって、
　伸長閉塞具部材を備え、前記伸長閉塞具部材は、その遠位端に光学部材を有し、前記光
学部材の外側表面の中心区画は、直径方向に対向する一対の略凸状表面を含み、前記光学
部材の前記外側表面の前記中心区画はさらに、前記直径方向に対向する一対の略凸状表面
間で円周方向に位置付けられる直径方向に対向する一対の略凹状表面を含む、光学トロカ
ールシステム。
（項目２１）
　前記光学部材は、組織を切断または切開せずに、組織平面間を剥離するように構成され
る、項目２０に記載の光学トロカールシステム。
（項目２２）
　前記光学部材は、その最遠位端に、丸みを帯びた誘導突起を画定する、項目２０に記載
の光学トロカールシステム。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
　本開示の前述および他の局面、特徴、ならびに利点は、添付の図面と関連して読み取ら
れるとき、以下の詳細な説明に照らして、より明白となる。
【０００９】
【図１】図１は、本開示の例示的実施形態による、光学トロカール、例えば、視覚化閉塞
具、システムの分解斜視図であって、光学アクセス装置およびカニューレアセンブリを図
示する。
【００１０】
【図２】図２は、図１の実施形態による、完全に組み立てられた光学トロカールシステム
の斜視図である。
【００１１】
【図３】図３は、図１－２の実施形態による、光学トロカールの光学部材の拡大斜視図で
ある。
【００１２】
【図４】図４は、図１の光学部材の上面図である。
【００１３】
【図５】図５は、図３の光学部材の軸方向図である。
【００１４】
【図６】図６は、図４の上面図に対して半径方向に９０°オフセット（ｒａｄｉａｌｌｙ
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　ｏｆｆｓｅｔ　９０°）された光学部材の側面図である。
【００１５】
【図６Ａ】図６Ａは、そのおおよその長手方向中点における図６の光学部材の正面横断面
図である。
【００１６】
【図６Ｂ】図６Ｂは、図２の光学トロカールシステムの伸長管状部材遠位端領域および光
学部材の横断面図である。
【００１７】
【図６Ｃ】図６Ｃは、図６Ｂの光学アクセス装置の伸長管状部材遠位端領域および光学部
材の横断面図であって、内視鏡がその中に位置付けられている。
【００１８】
【図７】図７は、図１の完全に組み立てられた光学トロカールシステムの斜視背面図であ
る。
【００１９】
【図８】図８は、図１の光学アクセス装置の閉塞具筐体のスコープ保持部材の斜視図であ
る。
【００２０】
【図９】図９は、図２のカニューレアセンブリのカバーの上面図である。
【００２１】
【図１０】図１０は、カニューレアセンブリのカバーの横断面図である。
【００２２】
【図１１】図１１は、図１のカニューレアセンブリのカバーの斜視図である。
【００２３】
【図１２】図１２は、図１のカニューレアセンブリの器具シールの斜視図である。
【００２４】
【図１３】図１３は、図１のカニューレアセンブリの器具シールの断面図である。
【００２５】
【図１４】図１４は、光学アクセス装置内に位置付けられ、身体組織にアクセスする内視
鏡を図示する、斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
詳細な説明     
　本開示の特定の実施形態は、添付の図面を参照して、本明細書に後述される。しかしな
がら、開示される実施形態は、単に、本開示の例示であって、種々の形式で具現化されて
もよいことを理解されるべきである。公知の機能または構造は、本開示を不必要な詳細さ
で曖昧にすることを回避するために、詳細には説明されない。したがって、本明細書に開
示される具体的構造および機能上の詳細は、限定としてではなく、単に、請求項の基礎と
して、および当業者が事実上任意の適切に詳細な構造において、本開示を様々に用いるた
めの教示のための代表的基礎として、解釈されるべきである。類似参照番号は、図の説明
全体を通して、類似または同じ要素を指す。
【００２７】
　本明細書で使用される場合、用語「遠位」は、ユーザからより離れている、器具または
その構成要素の部分を指す一方、用語「近位」は、ユーザにより近い、器具またはその構
成要素の部分を指す。
【００２８】
　本発明は、その種々の例示的実施形態によると、解剖学的、例えば、腹部の壁を通して
の体腔へのアクセスを提供する、光学トロカールシステムに関し得る。この議論の目的の
ために、用語「光学トロカールシステム」は、多くの場合、用語「視覚化閉塞具システム
」と同義的に本明細書で使用されることに留意されるべきである。有利には、本発明の光
学トロカールシステムは、その種々の例示的実施形態によると、組織を切断または切開せ
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ずに、むしろ、外科手術手技の間、組織平面を分離することによって、そのようなアクセ
スを提供する。また、本発明の光学トロカールシステムは、その種々の例示的実施形態に
よると、閉塞具の遠位端に位置する透明光学部材を提供することによって、身体組織線維
が分離されるにつれて、身体組織線維の可視化を提供し、それによって、体壁にわたる制
御された横断を可能にしてもよい。
【００２９】
　次に、図１から１４を参照すると、本発明の例示的実施形態による、光学トロカール、
例えば、視覚化閉塞具、システムが、図示される。視覚化閉塞具は、内視鏡、例えば、腹
腔鏡の外科手術手技において、組織平面を分離するよう意図され、特に、外科手術手技の
間の腹腔膜のブラントジセクション（ｂｌｕｎｔ　ｄｉｓｓｅｃｔｉｏｎ）に好適である
。視覚化閉塞具は、内視鏡を受け取り、手術部位に向かう視覚化閉塞具の挿入および前進
の間、組織の視認を可能にするように適合させられる。
【００３０】
　示される例示的実施形態によると、視覚化閉塞具システム１０は、閉塞具アセンブリ１
１と、少なくとも部分的に閉塞具アセンブリ１１を受け取る、カニューレアセンブリ１０
０とを含む。閉塞具アセンブリ１１は、伸長閉塞具部材１４と機械的に協働するように配
置される閉塞具筐体１２を含み、長手方向軸「Ａ－Ａ」を画定する。伸長閉塞具部材１４
は、閉塞具筐体１２から遠位に延在する。
【００３１】
　伸長閉塞具部材１４は、その近位端において閉塞具筐体１２に、その遠位端において光
学部材２０に、例えばそこにオーバーモールド成形することによって取着される、剛性（
例えば、金属）の閉塞具シャフト１８を含む。図３－６に示されるように、光学部材２０
は、近位区画２２、中心区画２４、および非外傷性誘導突起２６を含む。光学部材２０は
、中空内部を有する。図６Ｃに示されるように、内視鏡の遠位視認先端は、本明細書に後
述されるように、光学部材２０内の傾斜／面取り表面と係合するように持ってこられる。
図３－６を参照すると、想像線２８（曲率を図示するために示される）は、近位区画２２
と中心区画２４との間の境界を描き得る。
【００３２】
　図４を参照すると、光学部材２０の上面図が、図示される。描写されるように、近位区
画２２は、直径方向に対向する一対の凸状表面２２２を含む。中心区画２４は、直径方向
に対向する一対の凹状表面２４２を含む。中心区画２４から遠位に延在する、非外傷性誘
導突起２６は、略円筒形であって、丸みを帯びた端部２６２を含む。丸みを帯びた端部２
６２は、組織に対して非外傷性であるような寸法にされた曲率半径を画定する。加えて、
円錐を表す仮想線（ｐｈａｎｔｏｍ　ｌｉｎｅ）２９と併せて示されるように、光学部材
２０の近位区画２２および非外傷性誘導突起２６の両方の一部は、円錐の寸法の外側にあ
る。
【００３３】
　図５を参照すると、光学部材２０の端面または軸方向図は、誘導突起２６の円形外形、
中心区画２４ｌの卵形外形、および近位区画２２の円形外形を図示する。
【００３４】
　図６を参照すると、光学部材２０の側面図が、図示される。この側面図は、図４の上面
図に対して半径方向に対して９０°オフセットされている。示されるように、光学部材２
０の近位区画２２はさらに、略線形および／または凸状である、直径方向に対向する一対
の外側表面２２４を含む。中心区画２４はまた、凸状である、一対の対向する外側表面２
４４を含む。したがって、光学部材２０の中心区画２４は、光学部材２０を中心として円
周方向に離間した、略凹状表面２４２（図４）および略凸状表面２４４（図６）の両方を
含む。このように、光学部材２０は、「イルカの鼻状」または「放物線型形状」を有して
もよい。加えて、図６における円錐を表す仮想線と併せて示されるように、光学部材２０
の近位区画２２、中心区画２４、および非外傷性誘導突起２６の一部は、円錐の寸法の外
側にある。
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【００３５】
　図６Ａは、光学部材２０の、そのおおよそ長手方向中点で取られた正面断面図である。
図は、光学部材２０が、使用の間、組織平面に沿って、組織の分離を支援するように機能
する、丸みを帯びた外側表面３１を含むことを図示する。
【００３６】
　非外傷性誘導突起２６は、組織に事前に形成された開口部、例えば、事前に切断された
メス切開内への初期挿入を可能にし、組織層間における光学部材２０の前進を促進し、組
織のいかなる切断または切開も伴わずに、組織を徐々に剥離させる。最初の挿入および続
けられる遠位挿入後、中心区画２４および近位部分２２は、組織平面をさらに剥離させる
ことによって、例えば、光学部材の丸みを帯びた外側表面３１がそのクロッキング（ｃｌ
ｏｃｋｉｎｇ）動作の間に組織平面を分離させることによって、組織内の開口部を徐々に
拡大させ続ける。
【００３７】
　図６Ｂおよび６Ｃを参照すると、光学部材２０は、ポリマー材料、例えば、ＬＥＸＡＮ
から製作されてもよく、透明、または少なくとも半透明であって、光線の通過を可能にす
る。組立の際、光学部材２０は、金属閉塞具シャフト１８上にオーバーモールド成形され
、構成要素を接続してもよい。特に、閉塞具シャフト１８は、長手方向軸Ａ－Ａに対して
半径方向内向きに延びる、遠位シャフト区画を含む。光学部材２０は、遠位シャフト区画
を封入するように成形され、ポリマー材料の硬化の際、閉塞具シャフト１８に固着される
。光学部材２０は、長手方向軸Ａ－Ａに対して斜めに配置される、内部面取りまたは傾斜
表面２０１を画定する。面取り表面２０１は、外周内で半径方向に内視鏡の領域から透過
される光が、面取りまたは傾斜表面２０１によって受け取られる前に、空隙を横断して進
行するように、直接、内視鏡の遠位端の最外の外周によって係合される（図６Ｃ参照）。
光学部材２０は、光線の通過を可能にし、組織を通した視覚化閉塞具システム１０の挿入
および／または前進の間、光学部材２０に隣接する組織の視認を可能にする（内視鏡によ
って）。
【００３８】
　閉塞具アセンブリ１１の閉塞具筐体１２は、開口部１６０（図７）および開口部１６０
に隣接するスコープ保持部材１７０（図８に別個に図示）を含む。スコープ保持部材１７
０は、エラストマー材料から製作され、内視鏡を受け取るための中心開口部１７２および
中心開口部１７２から外向きに延在する４つの半径方向スリット１７４を画定する。半径
方向スリット１７４は、内視鏡の挿入の際、スコープ保持部材１７０の撓曲および中心開
口部１７２の拡大を可能にする。スコープ保持部材１７０は、内視鏡の外側表面にそれと
の摩擦係合で係合し、閉塞具アセンブリ１１内の内視鏡の相対的位置付けを保持するのを
補助するように適合させられる。
【００３９】
　図１に戻って参照すると、視覚化閉塞具システム１０のカニューレアセンブリ１００は
、長手方向軸「Ｂ－Ｂ」を画定するクリアな伸長部分１０２と、カバー１１０とを含んで
もよい。カバー１１０は、器具シール１３０およびゼロ閉鎖シール（ｚｅｒｏ－ｃｌｏｓ
ｕｒｅ　ｓｅａｌ）１５０を囲む。器具シール１３０は、ゼロ閉鎖シール１５０の近位に
配置される。
【００４０】
　カバー１１０は、伸長部分１０２の近位部分に機械的に係合するように構成され、器具
シール１３０およびゼロ閉鎖シール１５０をカニューレ筐体内に維持するのを支援する。
図９を参照すると、カバー１１０は、外周１１６と、直径Ｄ１を有する開口１２０とを含
む。勾配区画１２４は、外周１１６を開口１２０と相互接続する。加えて、開口１２０は
、垂直内側側壁１２２間に画定される（図１０）。カバー１１０はまた、一対の切り欠き
１２６および一対の係合部分１２７をその上に含む。切り欠き１２６および係合部分１２
７は、それぞれ、閉塞具部材１４に配置される一対の隆起部２３および一対のラッチ１９
によって、機械的に係合されるように構成される（図１参照）。図１を参照すると、ラッ
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チ１９上のボタン２７は、閉塞具筐体１２内の開口部２１を通して延在し、ユーザが、選
択的に、閉塞具をカニューレアセンブリ１００に係止し、そこから脱係止することを可能
にする（例えば、ラッチ１９の近位端がカバー１１０の係合部分１２７に係合するように
、ボタン２７を押すことによって）。
【００４１】
　次に、図１２および１３を参照すると、器具シール１３０は、剛性プラスチック挿入体
１３０ａ上にオーバーモールド成形される、エラストマー隔壁シール１３０ｂを含む。剛
性プラスチック挿入体１３０ａは、水平表面１３２、第１の垂直環状壁１３４、および第
２の垂直環状壁１３６を含む。環状壁１３４の内側垂直表面１３４ａは、直径Ｄ２を画定
する。環状壁１３６の内側垂直表面１３６ａは、直径Ｄ３を画定する。加えて、器具シー
ル１３０のエラストマー隔壁シール１３０ｂは、環状壁１３６内に配置される、水平表面
１３８を画定する。エラストマー隔壁シール１３０ｂは、直径Ｄ４を有する、開口１３９
を含む。カバーの開口１２０の直径Ｄ１は、環状壁１３６の直径Ｄ３未満である。したが
って、挿入の際、閉塞具部材１４は、水平表面１３８および器具シール１３０の開口１３
９を画定する壁のみに接触可能である。
【００４２】
　器具シール１３０はまた、水平表面１３２から下向きに延びる唇部１４０を含む。唇部
１４０は、器具シール１３０が回転して（例えば、長手方向軸「Ｂ－Ｂ」を中心として）
または半径方向に（例えば、長手方向軸「Ｂ－Ｂ」に対して横断して）移動することがで
きないように、筐体上の対応する戻り止め（図示せず）に係合する。加えて、カニューレ
アセンブリ１００が組み立てられると、器具シール１３０は、筐体１０２の一部に挟持さ
れ、したがって、器具シール１３０の軸方向（例えば、長手方向軸「Ｂ－Ｂ」に沿った）
移動を防止し、さらに、器具シール１３０の回転および半径方向移動を防止する。
【００４３】
　使用時、視覚化閉塞具システム１０の閉塞具アセンブリ１１は、少なくとも部分的に、
カニューレアセンブリ１００内に導入され、閉塞具部材１４が、器具シール１３０の開口
１３９およびゼロ閉鎖シール１５０を通して延在する。患者における最初の切開が、例え
ば、外科用メスによって作られる。組み立てられた視覚化閉塞具システム１０は、最初の
切開内において、標的組織、例えば、腹腔膜に対して、位置付けられる。前述のように、
内視鏡は、内視鏡の遠位視認端が透明光学部材２０の面取り表面に対して位置付けられる
ように、閉塞具アセンブリ１１を通して挿入されてもよい。内視鏡は、スコープ保持部材
１７０によって、閉塞具アセンブリ１１内のこの相対的位置に保持されてもよい。閉塞具
部材１４が器具シール１３０の開口１３９を通過すると（長手方向軸「Ａ－Ａ」が、実質
的に、長手方向軸「Ｂ－Ｂ」と整列させられるとき、または長手方向軸「Ａ－Ａ」が、長
手方向軸「Ｂ－Ｂ」と、整列させられない（例えば、離間される、および／または角度付
けられる）ときのいずれか）、唯一の移動可能な器具シール１３０の部分は、開口１３９
に隣接し、環状壁１３６の垂直表面１３６ａ内に半径方向に配置される、水平表面１３８
である。器具シール１３０の他の部分（剛性プラスチック挿入体１３０ａ、および剛性プ
ラスチック挿入体１３０ａの外向きに配置されるエラストマー隔壁シール１３０ｂの一部
）は、開口１３９に対して移動不可能である。
【００４４】
　前述のように、光学部材２０は、組織に対して操作され、それによって、非外傷性誘導
突起２６が、組織に係合し、凹状および／または凸状外側表面２４４との組み合わせで、
組織を徐々に剥離または分離させ、下にある空洞へのアクセスを得る。挿入の間、光学部
材２０に隣接する組織は、内視鏡によって視認される。視覚化閉塞具は、次いで、カニュ
ーレアセンブリ１００から除去されてもよい。器具が、カニューレアセンブリ１００内に
導入され、外科手術手技を行なってもよい。
【００４５】
　次に、光学部材２０を伸長閉塞具部材１４の遠位領域２０５に形成する方法、例えば、
オーバーモールド成形する方法について、論じる。例示的実施形態では、光学部材２０は
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、伸長閉塞具部材１４の遠位端部分の領域を封入するように成形される。例えば、光学部
材２０は、伸長閉塞具部材１４の第１の（すなわち、より大きい）直径区画２０３と、第
１の（すなわち、より大きい）直径区画２０３に対して遠位に位置決めされる第２の（す
なわち、減少した）直径区画２０１との両方を封入するように成形されてもよい。加えて
、光学部材２０は、伸長閉塞具部材１４内に少なくとも１つまたはそれよりも多くの隙間
を封入するように成形されてもよい。ある実施形態では、例えば、前述のように光学部材
２０を形成するために、それを通して少なくとも一部の光透過を可能にするように、好ま
しくは、透明であるが、少なくとも半透明または半透過性の任意の好適な材料が、利用さ
れてもよい。ある実施形態では、製造の際の光学部材２０の材料は、示される配置内に、
例えば、第１の（すなわち、より大きい）直径区画２０３と、第２の（すなわち、減少し
た）直径区画２０１とによって画定される空間内および伸長閉塞具部材１４の少なくとも
１つの隙間２０７内に流動し得るように、溶融形態であってもよい。有利には、光学部材
２０は、光学部材２０の外側表面が実質的に伸長閉塞具部材１４の外径と同一の直径を有
するように、伸長閉塞具部材１４の遠位領域に成形されてもよい。このように、光学部材
２０の外側表面と伸長閉塞具部材１４の外側表面との間の遷移は、平滑である。この遷移
の平滑性は、例えば、カニューレシールを通してのより容易な挿入を提供し得る。
【００４６】
　１つまたはそれよりも多くの隙間２０７は、任意の形状、例えば、図６Ｂおよび６Ｃに
示される、半円形形状を有してもよい。加えて、または代替として、隙間２０７は、円形
または任意の他の好適な形状を有してもよい。また、隙間２０７は、例えば、図６Ｂおよ
び６Ｃに示されるように、伸長閉塞具部材１４の最遠位縁まで延在するように位置決めさ
れてもよい。加えて、または代替として、隙間２０７のうちの１つ以上は、伸長管状部材
１４の最遠位縁まで延在せず、むしろ、隙間２０７が伸長閉塞具部材１４の最遠位端に対
して近位にある、その独自の最遠位縁を有し得るように位置決めされてもよい。
【００４７】
　ある実施形態では、閉塞具部材２０の材料の少なくとも一部は、減少した（すなわち、
第２の）直径区画２０１の近位の伸長管状部材１４の第１の（すなわち、より大きい）直
径区画２０３内に延在するように成形される。これは、光学部材２０の外側表面の形状を
形成する形状を有する成形型を使用して、かつ伸長閉塞具部材１４を通して延在する工具
ピン（図示せず）を使用することによって、行なわれ得る。工具ピンの最遠位端部分は、
光学部材２０の中空内部の形状を形成する形状を有する。工具ピンはまた、第２の表面を
含んでもよく、第２の表面は、最遠位端部分に対して近位にあって、光学部材２０の面取
りまたは傾斜表面２０１を形成するように角度付けられる。
【００４８】
　ある実施形態では、その異なる直径の領域とその１つまたはそれよりも多くの隙間２０
７とを有する、オーバーモールド成形された光学部材２０を製造する方法は、光学部材２
０と伸長閉塞具部材１４との間に改善された回転抵抗を提供する。加えて、これは、回転
方向および軸方向の両方において、光学部材２０を管状部材１４の端部から係脱させるた
めに非常に強い力が要求されることを確実にする。光学部材２０の材料は、管状部材１４
の第１の（すなわち、より大きい）直径区画２０３内にあるように形成されるため、光学
部材２０を伸長管状部材２０から押し外すよう、外科手術器具によって、光学部材２０の
面取り表面に対して印加されるのに要求される力は、非常に強い。他の実施形態では、光
学部材２０は、任意の他の好適な従来の手段、例えば、接着剤、セメント、ネジ山付き接
続、バイオネットカップリング、スナップ嵌合配置等を通じて、伸長管状部材１４に取着
されてもよい。
【００４９】
　本発明の光学トロカールシステムは、その種々の実施形態によると、従来のトロカール
システムと比較して、種々の利点を提供し得る。例えば、従来のトロカールは、体腔に穿
刺するための鋭利先端を有する、閉塞具を含み得る。鋭利先端を有する閉塞具を使用する
ときに存在し得る、安全上の懸念（例えば、不慮の組織穿通）に加え、そのような従来の
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トロカールは、不慮の穿通から保護するために、複雑な機械的配置を要求し、それによっ
て、デバイス内の構成要素の数を増加させ、デバイスを製造し、組み立てるために要求さ
れる時間、デバイスの使用中の故障態様の数、デバイスのコスト等を増加させ得る。例え
ば、鋭利先端による不慮の組織切断を防止するために、一般に使用される配置の１つは、
使用されていないとき、閉塞具の鋭利先端をカバーする、引き込み式保護シールドである
。本発明の閉塞具トロカールシステムは、その種々の実施形態によると、閉塞具の遠位端
が組織に偶発的に接触する場合でも、丸みを帯び、刃を備えていない表面が組織を切断せ
ず、実際、切断不可能であるように、その遠位端に、丸みを帯び、刃を備えていない表面
のみを有する、閉塞具を提供してもよい。本発明の光学トロカールシステムは、その種々
の実施形態によると、配置を提供してもよく、従来のトロカールと比較して、より少ない
構成要素を有し、それによって、デバイスの複雑性を低下させ、その製造を単純にし、そ
のコストを削減し、かつその信頼性を改善する可能性を提供する。
【００５０】
　本開示の種々の実施形態が、本明細書に図示および説明されたが、これらの実施形態は
、ただの例として、提供されていることは、当業者に明白である。ここで、多数のバリエ
ーション、変更、および代用が、本開示から逸脱することなく、当業者に想起される。故
に、本発明は、添付の請求項の精神および範囲によってのみ、限定されることが意図され
る。

【図１】 【図２】
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